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岐阜医療科学大学 カリキュラムポリシー 

                            平成 29年 4月 1日 制定 

平成 30年 6月 6日 一部改正 

令和 2年 4月 1日 一部改正 

 

１．保健科学部 

本学の建学の精神、目的、教育目標、ディプロマ・ポリシーに基づく本学部の教育目的を達

成し、保健科学部ディプロマ・ポリシーを身に付けさせるため、教育課程分野を「基礎分野」

「専門基礎分野」「専門分野」に分類してカリキュラムを編成する。 

 

 1.臨床検査技師もしくは診療放射線技師として必要な９の基本的な資質である①技師としての

心構え、②患者・生活者本位の視点、③コミュニケーション能力、④チーム医療への参

画、⑤基礎的な科学力、⑥地域の保健医療現場での実践的能力、⑦研究能力、⑧自己研

鑽、⑨教育能力を獲得するために必要な学士課程における科目を編成する。 

2.１年次には、豊かな人間性と倫理観、広い視野に立った思考力を育むための「基礎分野」の

科目を学修し、１年次後期から臨床検査技師もしくは診療放射線技師として必要な基礎的知

識である「専門基礎分野」の科目を学修する。２年次からは、これに続いて臨床検査技師も

しくは診療放射線技師の専門的知識や技術を習得するための「専門科目」を中心に学修し、

４年次では３年間の学びを統合するための科目を学修する。 

3.「基礎分野」「専門基礎分野」「専門分野」の科目を系統的に学ぶことで知識と技術を統合

し、主体性と探究心を身につけ、チーム医療の中で高い専門性と技術力、コミュニケーショ

ン能力を培う。 

4-①一般基礎教育 

臨床検査技師もしくは診療放射線技師として身に付けておくべき基本事項として、人文科

学、社会科学ならびにそれぞれの分野の基礎となる自然科学などを広く学んで人間性及び基

礎的能力を養い、その上でコミュニケーション能力を高めるよう科目を幅広く配置する。 

4-②外国語 

臨床現場や教育研究において活用できることを目的とした基礎的な語学能力を養うための

科目を配置する。 

5-①生命科学・人体科学・地域保健の基礎 

臨床検査学もしくは放射線技術学を学ぶ上で基礎となる生命科学や人間の体の構造と機能

ならびに地域保健医療を理解するよう科目を配置する。 

5-②専門基礎教育 

臨床検査技師もしくは診療放射線技師として基礎となる検査や医用工学の原理を学び、専

門教育の理解を深めるよう科目を配置する。 

6-①専門教育 

医療における臨床検査技師もしくは診療放射線技師の実践的能力を習得するため科目を配

置する。本学の特色を活かし、臨床検査学、放射線技術学、看護学の立場からチーム医療を

学べるよう配慮する。 
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6-②専門教育実習 

臨床検査技師もしくは診療放射線技師として医療現場で必要な実務を高いレベルで実施で

きるように、検査学や治療学などを主軸とした講義と実習を配置する。専門教育で学んだ内

容を学内実習で体得すると共に、地域医療の中で、チーム医療を現場で学べるよう学外実習

を配置する。 

6-③卒業研究 

臨床検査学やもしくは放射線技術学の研究に必要な技能を体得し、問題解決能力の向上を

図り、また企画力やプレゼンテーション能力を高めるため卒業研究を充実させる。 

 

２．看護学部 

  本学の建学の精神、目的、教育目的、ディプロマ・ポリシーに基づく本学部の教育目的を達

成し、看護学部ディプロマ・ポリシーを身に付けさせるため、教育課程分野を「基礎分野」「専

門基礎分野」「専門分野」に分類してカリキュラムを編成する。 

 

1.看護学教育モデル・コアカリキュラムに示される「看護系人材として求められる基本的な資

質・能力」（①プロフェッショナリズム、②看護学の知識と看護実践、③根拠に基づいた課

題対応能力、④コミュニケーション能力、⑤保健・医療・福祉における協働、⑥ケアの質と

安全の管理、⑦社会から求められる看護の役割の拡大、⑧科学的探究、⑨生涯にわたって研

鑽し続ける姿勢）を獲得するために必要な学士課程における具体的な学修目標をふまえて科

目を編成する。 

2.１年次には、豊かな人間性と倫理観、広い視野に立った思考力を育むための「基礎分野」を

学修し、１年次後期から看護に必要な基礎的知識である「専門基礎分野」を学修する。２年

次後期からは、看護の専門的知識や技術を習得するための「専門分野」を学修し、４年次で

は３年間の学びを統合するための科目を学修する。 

3.「基礎分野」「専門基礎分野」「専門分野」を系統的に学ぶことで知識と技術を統合し、主

体性と探究心を身につけ、チーム医療の中で高い専門性と技術力、コミュニケーション能力

を培う。 

4-①一般基礎教育 

深い教養を備え、豊かな人間性と倫理観、高いコミュニケーション能力を身につけた看護

師・保健師を育成するために、人文科学、社会科学及び自然科学などの科目を幅広く配置す

る。 

4-②外国語 

臨床現場や教育研究において活用できることを目的とした基礎的な語学能力を養うための

科目を配置する。 

5-①基本教育 

看護学を学ぶ上で基礎となる人間の体と心の仕組みを理解するための科目を配置する。 

5-②看護学と社会 

保健・医療・福祉に関する制度やしくみを学び、地域医療についての理解を深めるための
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科目を配置する。 

5-③専門基礎教育 

看護に必要な基礎知識となる各種疾病の病理、検査、治療についての理解を深めるための

科目を配置する。 

6-①専門教育 

看護の基本姿勢および保健・医療における看護実践的能力を修得するため科目を配置す

る。本学の特色を活かし、臨床検査、放射線技術、看護の立場からチーム医療を学べるよう

配慮する。 

6-②専門教育実習 

保健・医療・福祉の現場で看護師・保健師実務を高いレベルで実施できるよう実習科目を

配置する。専門教育で学んだ内容を学内実習で体得すると共に、地域医療の中で、チーム医

療を現場で学べるよう学外実習を配置する。 

6-③卒業研究 

看護学研究に必要な技能を体得し、問題解決能力の向上を図り、また企画力やプレゼンテ

ーション能力を高めるため卒業研究を充実させる。 

 

３．薬学部 

薬学教育モデル・コアカリキュラムに示される薬剤師として必要な１０の基本的資質（①薬

剤師としての心構え、②患者・生活者本位の視点、③コミュニケーション能力、④チーム医療

への参画、⑤基礎的な科学力、⑥薬物療法における実践的能力、⑦地域の保健・医療における

実践的能力、⑧研究能力、⑨自己研鑽、⑩教育能力）を身に付けさせることを基本とし、本学

部教育目標、ディプロマ・ポリシーを達成するための教育課程とする。このため、教育課程分

野を「薬学準備科目分野」「薬学基本科目分野」「薬学専門基礎科目分野」「薬学専門科目分野」

に分類する。 

 

1.本学の建学の精神、教育目的、ディプロマ・ポリシーに基づく本学部の教育目的を達成し、薬

学部ディプロマ・ポリシーを身に付けさせるために教育課程を編成する。 

2.教育課程の中で一貫として、豊かな人間性と倫理観を持ち、チーム医療の中で高い専門性と

技術力、コミュニケーション能力を発揮して地域医療に貢献できる薬剤師を育成できるよう

科目を編成する。 

3.薬学準備科目分野 

3-①一般基礎教育 

薬剤師として身に付けておくべき基本事項として、人文科学、社会科学及び薬学の基礎と

なる自然科学などを広く学んで人間性及び基礎的能力を養い、その上でコミュニケーション

能力を高めるよう教育課程を編成する。 

 3-②外国語 

臨床現場や教育研究において活用できることを目的とした専門性の高い語学能力並びに国

際性を養うよう教育課程を編成する。 

4.薬学基本科目分野 
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4-①基本教育 

薬剤師としての意欲、倫理観、コミュニケーション能力を育み、チーム医療に対する意識

を高めるよう科目を配置する。 

4-②薬学と社会 

薬学と社会及び地域医療との関連について専門的に学べるよう科目を配置する。 

5.薬学専門基礎科目分野 

5-①専門基礎教育 

薬剤師として基礎となる科学力を学び専門教育の理解を深めるよう科目を配置する。 

5-②専門基礎教育実習 

科学的根拠に基づいて問題を発見する能力を高めるため、薬学における自然科学分野の基

礎的実習を学べるよう科目を配置する。 

6.薬学専門科目分野 

 6-1①専門教育 

薬物療法における実践的能力及び地域の保健・医療における実践的能力を習得するため科

目を配置する。本学の特色を活かし、臨床検査、放射線技術、看護の立場からチーム医療を

学べるよう配慮し、更に在宅・地域医療についても、看護師の視点から学べるようにする。 

 6-②専門教育実習 

卒業後に医療現場で薬剤師実務を高いレベルで実施できるよう実習科目を配置する。専門

教育で学んだ内容を学内実習で体得すると共に、地域医療の中で、チーム医療を現場で学べ

るよう学外実習を配置する。 

6-③卒業研究 

薬学研究に必要な技能を体得し、問題解決能力の向上を図り、また企画力やプレゼンテー

ション能力を高めるため卒業研究を充実させる。 

 

 

４．助産学専攻科 

1.母子の生命・人格を尊重できる誠実な助産師を養成する。 

助産学基礎領域では、助産学概論、助産管理論、助産学関連領域では生殖の生命倫理を学

習させ、助産師としての倫理観の育成、母子の生命、人格を尊重することを習得させる。ま

た、助産学実習では、「態度」として人権尊重、礼節ある態度、秘密厳守等について評価す

る。 

2.正常分娩の介助が少しの助言でできる 

助産学実践領域の中の助産診断技術学を妊娠期、分娩期、産褥・新生児期に分けて、正常

経過と異常経過が理解しやすいよう 1事例を通して学習する授業計画にしている。また、助

産学実習は、知識のテスト（妊娠期、分娩期、産褥・新生児期）と分娩介助技術試験に合格

しなければ臨むことができない。助産学実習での受持ちは、入院で初めて会う。そのため、

礼儀正しく、丁寧な言葉遣いが必要である。また、短時間で人間関係の成立をしなくてはな

らないため、コミュニケーション能力と相手の立場になって考えることが必要である。 

3.妊娠期・分娩期・産褥期（新生児含む）にある対象の助産診断ができ、創意工夫をした保健
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指導ができる。 

助産学実習で受け持つ経腟分娩 10例は、入院時・受持ち時に助産診断を行い、分娩に影

響を及ぼす因子の判断と具体的ケアを明確にさせる。妊娠期の保健指導は、教員が直接指導

する。産褥・新生児期は、臨地指導者が直接指導する。 

4.母子支援についての広い視野をもつことができる。 

助産学実習、助産管理実習では、対象に対して社会資源の活用をした保健指導を実習す

る。助産学実習終了後は、学生に自己の助産観を考えさせ、どのような助産師になりたいの

か、どのような活動をしたいのか発表させ、自己の課題を明確にする。 

 

 

５．大学院保健医療学研究科 

岐阜医療科学大学大学院保健医療学研究科(以下、本大学院)においては、技術者・教育者・研

究者として自立し、高度医療専門職としての知識と理論を修得、研究活動を行うために以下の

ようなカリキュラムを編成している。 

 

1.学年の定員を 9 名(2 学年で 18 名)とし、個別指導に近い少人数での教育によって高度な保健

医療学の知見の集積と研究手法の修得を目指す。 

2.共通科目では、保健医療学の 4分野、「在宅保健医療学」、「高齢者保健医療学」、「母子保健医

療学」、「医療連携展開学」を横断的に理解できるよう「保健医療学総論」「 保健医療学研究

方法論」「チーム医療展開学総論」「病態解析学」「医療倫理学」「危機管理学総論」の 6 科目

を必修科目として受講する。 

3.共通科目修了後、専門分野に関わる見識を深め、様々な視点から問題点を抽出する「特論」と、

研究の実践方法や先行研究の理解・評価方法を修得する「セミナー」を受講する。さらに個

別の研究課題を実際に行うための手法を修得、さらに考察する思考経路、記述方法を修得す

る「演習」を行う。 

4.「特別研究」として個別の研究テーマを設定し、計測、解析、記述といった作業を行い、修士

論文を作成することで、研究を行うための方法論を実践し修得する。 

 

以上のような過程を経て高度医療専門職として保健医療学全般に関する深い見識を持ち、

種々の課題を発見・解決できる研究能力を育成する。 


